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11.4 低周波音 

実施区域及びその周辺には住居等の保全対象があり、橋梁構造で通過する区間の自動車の

走行に係る低周波音による影響を及ぼすおそれがあることから、低周波音の調査、予測及び

評価を行いました。 

 

11.4.1 調査結果の概要 

1) 調査項目 

調査項目は、以下に示すとおりとしました。 

(1) 住居等の位置 

 
2) 調査手法 

調査は、既存資料調査及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理により行いま

した。 

住居等の位置については、住宅地図や航空写真などの既存資料を用いる他、現地踏査によ

る目視で把握しました。 

 

3) 調査地域 

調査地域は、道路構造が橋梁構造である区間を対象に、影響範囲内において、住居等の保

全対象が存在する、あるいは将来の立地が見込まれる地域としました。 

調査地域は表11.4.1-1に、現地調査地域の設定理由は表11.4.1-2に示すとおりです。また、

調査地域の位置は、図11.4.1-1に示すとおりです。 

 

表 11.4.1-1 調査地域 

番号 調査地域 道路構造 
都市計画 

用途地域 

調査項目 

住居等の位置 

1 大分市宮河内ハイランド付近 橋梁 無指定 ○ 

2 大分市上戸次（大野川右岸）付近 橋梁 無指定 ○ 

 

表 11.4.1-2 現地調査地域の設定理由 

番号 調査地域 設定理由 

1 大分市宮河内ハイランド付近 

大分市丹川地区（大分市宮川内ハイランド付近）におけ

る、本線が橋梁構造である大分宮河内 IC～（仮称）吉野

IC 区間を対象に、低周波音の影響範囲内において、住居等

の保全対象が存在する、あるいは将来の立地が見込まれる

代表となる地域を設定しています。 

2 大分市上戸次（大野川右岸）付近 

大分市上戸次上り尾地区における、本線が橋梁構造である

（仮称）吉野 IC～犬飼 IC 区間を対象に、低周波音の影響

範囲内において、住居等の保全対象が存在する、あるいは

将来の立地が見込まれる代表となる地域を設定していま

す。 
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図 11.4.1-1 調査地域位置図 

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成 
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4) 調査期間等 

現地調査の調査期間は、住居等の位置を適切に把握できる時期としました。 

調査期間等は、表 11.4.1-3 に示すとおりです。 

 

表 11.4.1-3 調査期間等 

番号 調査地域 調査期間 

1 大分市宮河内ハイランド付近 令和 6年 12月 18日（水）～19日（木）、25 日（水） 

2 大分市上戸次（大野川右岸）付近 令和 6年 12月 18日（水）～19日（木）、25 日（水） 

 

5) 調査結果 

(1) 住居等の位置 

既存資料調査及び現地調査における住居等の位置の調査結果は、表 11.4.1-4 に示すとおり

です。 

 

表 11.4.1-4 住居等の位置の調査結果 

番号 調査地域 

住居等の立地状況 
橋梁構造から住居等の 

立地箇所までの距離 
住居等の 

戸数 

住居等の 

平均階数 

1 大分市宮河内ハイランド付近 約 30戸 1～2 階 約 25m 

2 大分市上戸次（大野川右岸）付近 10 戸未満 1～2 階 約 40m 

注 1）住居等の戸数は、橋梁構造から 100m の範囲内に分布する住居等の戸数を示します。 

注 2）橋梁構造から住居等の立地箇所までの距離は、橋梁構造から最も近い住居等までの距離を示します。
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11.4.2 自動車の走行に係る低周波音 

1) 予測の結果 

(1) 予測項目 

予測項目は、自動車の走行に伴い発生する低周波音の低周波音圧レベルとしました。 

 

(2) 予測手法 

自動車の走行に係る低周波音の予測は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）

国総研資料 第 714 号 5.1」（平成 25年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所）に記載

の既存調査結果により導かれた予測式を用い、低周波音圧レベルを予測しました。 

 

① 予測手順 

予測は、既存調査結果より導かれた予測式を用いて、1～80Hz の 50%時間率音圧レベル(L50)

及び 1～20Hz の G 特性 5%時間率音圧レベル(LG5)を算出することにより行いました。 

予測手順は、図 11.4.2-1 に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.4.2-1 予測手順 

道路条件の設定 

・橋梁の上部工形式 

・車道部幅員 

・路面位置 

基準点における低周波音圧レベル 

予測位置における低周波音圧レベル 

予測位置の設定 

・道路中心から予測位置までの斜距離 

交通条件の設定 

・大型車類時間別交通量 
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② 予測式 

低周波音圧レベル(L)は、大型車類交通量を説明変数とする回帰式により基準点の低周波音

圧レベル（L0）を求め、次に低周波音の距離減衰特性により予測しました。 

予測は、次に示す式を用いました。また、既存調査結果より導かれた予測式による方法は、

図 11.4.2-2に示すとおりです。 

 
𝐿𝐿0 = 𝑎𝑎・𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙10𝑋𝑋 + 𝑏𝑏 
𝐿𝐿 = 𝐿𝐿0 − 10・𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙𝑙10(𝑟𝑟/𝑟𝑟0) 

 
ここで、 

𝐿𝐿 ：予測位置における低周波音圧レベル(dB) 

𝐿𝐿0 ：基準点における低周波音圧レベル(dB) 

𝑋𝑋 ：大型車類交通量（台／時） 

𝑟𝑟 ：道路中心から予測位置までの斜距離(m) 

𝑟𝑟0 ：道路中心から基準点までの斜距離(17.4m) 

𝑎𝑎，𝑏𝑏 ：基準点の低周波音圧レベルを予測するための定数 

評価指標を L50とする場合：𝑎𝑎＝21、𝑏𝑏＝18.8 

評価指標を LG5とする場合：𝑎𝑎＝17、𝑏𝑏＝37.2 

 

 
図 11.4.2-2 既存調査結果より導かれた予測式による方法 

 
(3) 予測地域 

予測地域は、調査地域内において、住居等の保全対象が存在する、あるいは将来の立地が

見込まれる地域としました。 
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(4) 予測地点 

予測地点は、橋梁構造において交通条件が変化するごとに区間を分割し、その区間におい

て地域を代表する地点、特に影響を受けるおそれがある地点、保全すべき対象等への影響を

的確に把握できる地点の観点から設定した予測断面において、予測地域の中から、環境影響

の程度が最大となると想定される地点を設定しました。予測高さは、地上 1.2m としました。 

予測地点は表 11.4.2-1に、予測地点の設定理由は表 11.4.2-2 示すとおりです。また、各

予測地点の位置等は、図 11.4.2-3及び図 11.4.2-4 に示すとおりです。 

 

表 11.4.2-1 予測地点 

番

号 
予測地点 道路構造 予測方向 

予測地点の 

都市計画用途地域 
保全対象 

① 大分市宮河内ハイランド付近 橋梁 上り側 無指定 住居等 

② 大分市上戸次（大野川右岸）付近 橋梁 上り側 無指定 住居等 

 

 

表 11.4.2-2 予測地点の設定理由 

番号 予測地点 
道路 

構造 
設定理由 

① 
大分市宮河内 

ハイランド付近 
橋梁 

大分市宮河内ハイランド付近における本線が橋梁構造である区間

を対象に、地域を代表する地点、特に影響を受けるおそれがある地

点、保全すべき対象等への影響を的確に把握できる地点の観点か

ら設定した予測断面において、予測地域の中から、環境影響の程度

が最大となると想定される地点を設定しています。 

② 
大分市上戸次 

（大野川右岸）付近 
橋梁 

大分市上戸次（大野川右岸）付近における本線が橋梁構造である区

間を対象に、地域を代表する地点、特に影響を受けるおそれがある

地点、保全すべき対象等への影響を的確に把握できる地点の観点

から設定した予測断面において、予測地域の中から、環境影響の程

度が最大となると想定される地点を設定しています。 
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図 11.4.2-3 予測断面位置図 

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成 
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図 11.4.2-4（1） 予測地点図 

（①大分市宮河内ハイランド付近） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示しています。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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図 11.4.2-4（2） 予測地点図 

（②大分市上戸次（大野川右岸）付近） 

注）予測地点は環境影響の程度が最大となると

想定される地点を示しています。 

「基盤地図情報 基本項目」（国土地理院） 
（https://service.gsi.go.jp/kiban/app/）を加工して作成 
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(5) 予測対象時期等 

予測対象時期は、計画交通量の発生が見込まれる時期として、西暦 2040 年としました。 

 

(6) 予測条件 

① 交通条件及び予測時間帯 

交通条件は、「第 11 章 11.1 大気質 11.1.4 自動車の走行に係る粉じん等」と同様としまし

た。また、予測時間帯は、交通量の時間変動を考慮して算出した大型車類時間交通量が最も

大きくなる時間帯としました。 

予測に用いた予測時間帯及び大型車類時間交通量は、表 11.4.2-3 に示すとおりです。 

 

表 11.4.2-3 予測時間帯及び大型車類時間交通量 

番号 予測地点 道路名 予測時間帯 

大型車類時間 

交通量 

（台/時） 

① 大分市宮河内ハイランド付近 対象道路 本線 10:00～11:00 331 

② 大分市上戸次（大野川右岸）付近 対象道路 本線 10:00～11:00 308 
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(7) 予測結果 

自動車の走行に係る低周波音の予測結果は、表 11.4.2-4に示すとおりです。 

自動車の走行に伴う低周波音による影響について、全ての予測地点で表 11.4.2-5に示す低

周波音の参考値を下回ると予測されます。 

 

表 11.4.2-4 予測結果 

  ［単位：dB］ 

番号 予測地点 
予測 

方向 

予測位置までの 

斜距離 

予測結果 参考値※ 

L50 LG5 L50 LG5 

① 大分市宮河内ハイランド付近 上り側 約 46m 68 78 
90 100 

③ 大分市上戸次（大野川右岸）付近 上り側 約 60m 68 76 

注）予測結果は、それぞれの予測断面において最も高い値を示す。 

※）参考値：表 11.4.2-5を参照 

 

表 11.4.2-5 低周波音の参考値 

低周波音の参考値 

一般環境中に存在する低周波音圧レベル 

1～80Hzの 50%時間率音圧レベル（L50） 
90dB 

ISO7196 に規定された G 特性低周波音圧レベル 

1～20Hzの G特性 5%時間率音圧レベル（LG5） 
100dB 

注 1）環境庁（現：環境省）の一般環境中に存在する低周波音レベルの測定結果、道路に起因する低周波音圧レベ

ル(1～80Hz の 50%時間率音圧レベル(L50)は概ね 90dB)及び被験者暴露実験等の調査結果によると、「一般環

境中に存在するレベルの低周波空気振動では人体に及ぼす影響を証明しうるデータは得られなかった」とさ

れています。 

注 2）ISO7196 では、1～20Hz の範囲において、平均的な被験者が知覚できる低周波音を G 特性加重低周波音圧レ

ベルで概ね 100dBとしています。 

出典：「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）国総研資料 第 714 号 5.1」（平成 25 年 3 月、国土技術

政策総合研究所・土木研究所） 
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2) 環境保全措置の検討 

予測の結果から、自動車の走行に伴う低周波音による影響について、全ての予測地点で「道

路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）国総研資料 第 714 号 5.1」（平成 25 年 3 月、

国土技術政策総合研究所・土木研究所）に示されている低周波音の参考値を下回ると考えら

れるため、環境保全措置の検討は行わないこととします。 

 

3) 事後調査 

予測の手法は、科学的知見に基づくものであり、予測の不確実性は小さいと考えられるこ

とから、事後調査は行わないものとします。 

 

4) 評価の結果 

(1) 評価手法 

① 回避又は低減に係る評価 

回避又は低減に係る評価については、予測の結果並びに環境保全措置の検討結果を踏まえ、

自動車の走行に係る低周波音に関する影響が、実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減

されており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされてい

るかどうかについて評価しました。 

 

(2) 評価結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は新設されるものであるため、自動車の走行に伴い低周波音が新たに発生します

が、対象道路は位置及び基本構造の検討段階から、住居等の保全対象への影響に配慮して、

できる限り市街地・集落の通過を避け、環境影響を回避又は低減させた計画としています。 

したがって、環境への影響は事業者の実行可能な範囲内で、回避又は低減が図られている

ものと評価しました。 
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